
市報

１
No.1055

１１

■発行:千葉県野田市役所（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１代表）
　　

ホーム
ページ ＝http://www.city.noda.chiba.jp　

携帯電話用の
ホームページ ＝http://www.city.noda.chiba.jp/k/

’０9
�煙主　な　内　容煙

梅郷駅東口自転車等駐車場開設  ʜ１～３面
市民会館をより利用しやすく ʜʜ４面
２０年度決算の概要 ʜʜʜʜʜ６～７面
１５万人のひろば ʜʜʜʜʜʜ８～９面
おしらせ・１１月の相談日  ʜʜ１２～１３面
１１月の休日当番医 ʜʜʜʜʜʜʜ１６面

建
設
計
画
）」に
基
づ
き
、住
み
よ
い
街

づ
く
り
を
目
指
し
て
、交
通
の
円
滑
化

や
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路

や
駅
周
辺
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

に
集
中
し
て
い
た
交
通
機
関
の
東
西

へ
の
分
散
や
、東
西
間
の
行
き
来
、さ

ら
に
東
側
の
鉄
道
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

千
　
台
の
自
転
車
を
収
容

５７０
　
さ
ら
に
市
で
は
、
東
口
の
整
備
に

あ
わ
せ
て
、
今
年
１
月
か
ら
、
駅
前

広
場
の
南
側
に
、
東
口
市
営
駐
輪
場

の
建
設
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
　
月
１
日
に
は
、敷
地
面
積
　
・
　

12

824
07

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
自
転
車
千
　
台
570

と
原
動
機
付
自
転
車
　
台
を
収
容
で

80

き
る
、
地
下
１
階
、
地
上
３
階
建
て

の
駐
輪
場
を
開
設
し
ま
す
。

　
開
設
時
間
は
、
毎
日
４
時
　
分
か

30

ら
翌
日
１
時
ま
で
で
、
施
設
に
は
管

理
人
を
置
き
、
受
付
や
管
理
業
務
を

　
月
１
月
１
日日
 梅
郷
駅
東

梅
郷
駅
東
口口
市市
　

　
営営

駐
輪
場
開

 
駐
輪
場
開
設設

１２１２　
 　
使使
用用

料料
はは 
梅
郷
梅
郷
駅駅
月月
　

　
額額 
千千
　
円円
にに・・
           千千
円円
にに
改
定
改
定

500500
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
生生
はは
最
大
最
大
でで
　
円
引
き

円
引
き
にに

500500

～
梅
郷
駅
の
新
規
申
込
受
付

　
　
　
　
　
　
   ～
梅
郷
駅
の
新
規
申
込
受
付
はは
　
月月
　
日
か
ら

日
か
ら
～～

１１１１

１５１５
　
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
盛
り
込

ん
だ「
総
合
計
画（
新
市

　
市
で
は
、総
合
計
画
で「
梅
郷
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
」を
重
点
事
業

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、東
西
連
絡
自
由
通
路
や
駅
前
広
場
、駅
東

駅
前
線
の
整
備
な
ど
を
行
い
、交
通
の
円
滑
化
や
安
全
性
の
確
保
に
努

め
て
き
ま
し
た
。今
年
　
月
１
日
に
は
、東
口
市
営
自
転
車
等
駐
車
場（
駐

12

輪
場
）を
開
設
す
る
と
と
も
に
、駅
周
辺
を
よ
り
良
い
環
境
に
し
よ
う

と
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
ま
す
。さ
ら
に
、開
設
に
伴
い
、既
存
の
市

営
駐
輪
場
の
料
金
の
見
直
し
も
行
い
、　
月
か
ら
引
き
下
げ
ま
す
。

12

（
２
面
に
つ
づ
く
）

 八ッ場ダムの治水効果
　　　再検証を大臣に要望
　１都３県の１３市区
町で構成し、根本市長
が会長を務める「江戸
川改修促進期成同盟
会」が、１０月７日に国
土交通省を訪れ、前原
誠司大臣あての「 八  ッ  場 ダムについて建設中止を

や ん ば

前提とせず、地元住民の意向を踏まえ、建設の是
非を決める前に治水面からの徹底した情報公開
を行い整備の必要性の再検証を求める意見書」
を、国土交通省へ提出しました。
　意見書では、国が八ッ場ダムの治水面からの無
用論の根拠として、吾妻川流域で１５０から２００ミリ
の雨しか降っていない、昭和２２（１９４７）年のカスリ
ーン台風の降雨パターンのみを検証していると
聞いていることから、同盟会では、ひとつの洪水
時の降雨パターンを前提とした建設中止の判断
ではなく、影響があるといわれる２９の洪水時の降
雨パターン全ての情報を開示した上で、下流域住
民の安心安全のためにも治水効果を検証してい
ただくことを、早期にお願いするものです。

　
中
で
も
、
同
計

画
で
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
事
業

の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
た
、「
梅
郷

駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る

た
め
、
平
成
　
年
19

に
は
東
西
連
絡
自

由
通
路
整
備
を
、

さ
ら
に
　
年
に
は
、

20

西
口
駅
前
広
場
と

東
口
駅
前
広
場
な

ど
を
整
備
し
、
こ

れ
ま
で
駅
の
西
側

月月
　

　
額額 

意見書を河川局長意見書を河川局長にに

野
田
市

野
田
市
駅駅

川
間
川
間
駅駅

自転車の移動自転車の移動はは自走式ベルトコンベアーで便利自走式ベルトコンベアーで便利にに



許

行
い
ま
す
が
、
１
時
か
ら
４
時
　
分
30

ま
で
は
、
出
入
口
を
閉
鎖
し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
料
は
、
自
転
車
等
駐

車
対
策
協
議
会
に
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
検
討
を
重
ね
、
１
か
月
千
　500

円
と
し
、
さ
ら
に
、
学
生
は
　
円
引

500

き
の
千
円
（
１
階
は
除
く
）
と
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
障
害
の
あ
る
方
や
、
生

活
保
護
受
給
者
な
ど
は
、
申
請
に
よ

り
定
期
使
用
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
営
駐
輪
場
の
開
設
に
よ

り
、
自
由
通
路
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

付
近
に
開
設
し
て
い
た
仮
設
駐
輪
場

と
、
西
口
の
旧
バ
ス
回
転
所
裏
に
あ

る
仮
設
駐
輪
場
・
原
動
機
付
自
転
車

置
場
は
閉
鎖
し
ま
す
。

題
研
究
会
で
出
さ
れ
た
基
本
的

考
え
方
の
中
で
、
①
本
来
価
格

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
市
場
の

供
給
に
な
じ
む
も
の
で
あ
る
こ

と
、
つ
ま
り
民
営
が
基
本
で
あ

る
こ
と
、
②
民
間
駐
輪
場
の
状

況
に
よ
り
需
要
に
対
応
で
き
な

い
場
合
に
は
、
地
方
公
共
団
体

が
利
用
者
の
利
便
増
進
、
都
市

環
境
の
整
備
・
保
全
の
観
点
か

ら
駐
輪
場
の
整
備
主
体
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
③
公

営
駐
輪
場
は
、
状
況
に
応
じ
て

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
付
加
し
た

上
で
有
料
化
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
④
そ
の
際
の

料
金
水
準
は
、
周
辺
の
民
間
駐

輪
場
の
料
金
水
準
、
駅
か
ら
の

新
規
申
し
込
み
は
駐
輪
場
で

　
梅
郷
駅
東
口
市
営
駐
輪
場
の
利
用

申
し
込
み
は
、　
月
　
日
か
の
９
時
か

11

15

ら
、同
管
理
人
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

　
な
お
、　
月
　
日
か
ら
　
月
　
日

11

15

11

30

ま
で
の
受
付
時
間
は
９
時
か
ら
　
時
17

ま
で
で
、　
月
１
日
か
ら
は
４
時
　
分

12

30

か
ら
翌
日
１
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、申
し
込
み
で
き
る
利
用
期
間

は
、　
年
３
月
　
日
ま
で
で
す
。申
し

22

31

込
み
の
際
、
学
生
と
障
害
の
あ
る
方

や
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
の
免
除
対

象
の
方
は
、
学
生
証
や
障
害
者
手
帳

な
ど
の
写
し
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

他
の
市
　
　
営 
駐
輪
場
料
金
も
見
直
し

　
駐
輪
場
は
、
国
の
自
転
車
基
本
問

方
向
で
、
民
間
預
か
り
所
の
料
金
、

他
市
の
料
金
設
定
の
動
向
、
収
支
等

の
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
考
慮
し
検
討
を

進
め
る
」
と
い
う
考
え
方
を
示
し
ま

し
た
。

　
　
年
に
は
、
屋
根
付
き
の
野
田
市

15
駅
市
営
第
１
・
第
２
、川
間
駅
南
口
市

営
第
１
の
三
つ
の
市
営
駐
輪
場
の
料

金
を
、
一
般
１
か
月
２
千
円
、
学
生

１
か
月
千
　
円
と
決
定
し
て
い
ま
す
。

500

　
料
金
を
設
定
し
た
際
の
考
え
方
は
、

総
合
計
画
の
考
え
方
を
基
本
と
し
つ

つ
も
、
川
間
駅
の
近
辺
に
民
間
駐
輪

場
が
多
く
料
金
が
月
２
千
円
で
あ
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
野
田
市
駅
は
、
市

が
市
営
と
し
て
引
き
継
ぐ
前
に
運
営

を
し
て
い
た
、
自
転
車
駐
車
場
整
備

セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
２
千
円
が
民
間

駐
輪
場
料
金
と
均
衡
が
図
ら
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
民
間
駐
輪
場
の
経
営

を
圧
迫
し
な
い
こ
と
を
重
視
し
て
決

定
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
使
用
料
収
入
と
運
営
費
と

の
間
に
生
じ
る
余
剰
を
原
資
と
し
て
、

　
円
の
学
生
割
引
を
し
て
き
ま
し
た
。

500野
田
市
・
川
間
両
駅
は
千
円
に

　
し
か
し
な
が
ら
、
料
金
に
対
し
、

■梅郷駅東口市営駐輪場

１,５００円地下１階・１階・２階
一般

自転車
定期

１,０００円３階（屋根なし）

１,５００円１階

学生 １,０００円地下１階・２階

  ５００円３階（屋根なし）

２,５００円  原動機付自転車（屋外）

  １５０円１回
  自転車

一時
使用

１,５００円１１枚つづり回数券

  １５０円１回  原動機付自転車
  （屋外） １,５００円１１枚つづり回数券

■野田市駅市営第１･第２、川間駅南口市営第１市営駐輪場

１,０００円一般
  自転車

定期   ５００円学生

２,５００円  原動機付自転車

  １００円１回
  自転車

一時
使用

１,０００円１１枚つづり回数券

  １５０円１回
原動機付自転車

１,５００円１１枚つづり回数券

■梅郷駅東口市営駐輪場の案内図

山崎１８７３－７所在地

８２４.０７平方メートル敷地面積

鉄筋コンクリート造地下１階・鉄骨
造地上３階構　　造

自転車１,５７０台
原動機付自転車８０台収容台数

４時３０分～翌日１時
※１時～４時３０分は出入口を閉鎖管理時間

☎７１２１-３１９６（１１月１５日から開設）電　　話

※管理時間と電話がつながる時間は、１１月１５日～１１月３０
日は９時～１７時、１２月１日からは４時３０分～翌日１時と
なりますので、ご注意ください。

距
離
、
自
転
車
利
用
者
の

負
担
能
力
な
ど
を
勘
案
し

て
設
定
す
べ
き
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
国

の
考
え
方
を
基
本
と
し
て
、

平
成
９
年
に
、
自
転
車
等

駐
車
対
策
に
関
す
る
総
合

計
画
で
、「
整
備
費
用
相
当

額
は
公
共
の
負
担
と
し
、

運
営
費
用
相
当
額
を
利
用

者
負
担
と
す
る
考
え
方
に

よ
り
、
将
来
的
に
は
原
則

と
し
て
統
一
料
金
と
す
る



距

に
流
山
市
と
同
じ
で
は
な
く
、
見
方

に
よ
っ
て
は
他
市
よ
り
も
安
く
な
り
、

野
田
市
駅
、
川
間
駅
の
運
営
経
費
相

当
額
に
近
い
千
円
と
し
て
提
案
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
案
に
異
論
が
あ
り
、

一
つ
の
案
に
集
約
で
き
ず
、
最
終
的

な
協
議
会
の
結
論
と
し
て
、
野
田
市

駅
・
川
間
駅
の
管
理
水
準
な
ど
を
基

本
と
し
、
２
千
円
か
ら
運
営
経
費
相

当
額
で
あ
る
千
円
を
統
一
料
金
の
基

本
に
、
ま
た
、
そ
れ
を
上
回
る
管
理

水
準
な
ど
の
梅
郷
駅
は
、
運
営
経
費

相
当
額
の
千
　
円
と
す
る
と
し
て
、

500

９
月
議
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

自
転
車
は
決
め
ら
れ
た
場
所
に

　
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
は
、
歩
行

と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
流
山
市
は
、
屋
根
無
し
の
ほ
か
の

駐
輪
場
で
、
使
用
料
を
　
円
か
ら
　

250

450

円
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

　
野
田
市
の
無
料
駐
輪
場
は
舗
装
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
舗
装
す
る
こ
と
を

前
提
に
、
流
山
市
並
み
に
　
円
か
ら

250

　
円
を
徴
収
す
れ
ば
、
野
田
市
の
料

450金
も
　
円
程
度
と
す
る
こ
と
は
十
分

600

可
能
で
す
。

　
し
か
し
、
現
在
の
無
料
駐
輪
場
を

仮
に
舗
装
す
る
と
し
て
も
、
有
料
と

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
現
実
的
で
な
く
、

逆
に
、流
山
市
の
屋
根
無
し
駐
輪
場
の

料
金
を
、す
べ
て
江
戸
川
台
の
屋
根
有

り
駐
輪
場
料
金
に
上
乗
せ
す
る
と
２

千
　
円
程
度
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

300
　
し
た
が
っ
て
、
②
案
は
他
市
、
特

す
が
、
今
回
、
梅
郷
駅
周
辺
に
駐
輪

場
を
整
備
し
た
こ
と
か
ら
、
駅
周
辺

を
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
範
囲
は
、
野
田
市
駅
・
川
間
駅
と

同
様
、
駅
を
中
心
に
お
お
む
ね
　
メ
400

ー
ト
ル
で
す
。

例
に
よ
り
、
通
勤
通
学
な
ど
の
駐
車

需
要
に
対
応
す
る
駐
輪
場
が
整
備
さ

れ
た
区
域
で
あ
る
こ
と
と
、
放
置
に

よ
り
生
活
環
境
が
阻
害
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
２
つ
の
条
件
を
定
め
て
い
ま

近
隣
市
と
比
較
し
て
高
す
ぎ
る
、
自

転
車
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
も
極

力
使
用
料
を
抑
え
る
べ
き
と
の
批
判

や
、今
回
の
梅
郷
駅
東
口
市
営
駐
輪
場

の
使
用
料
設
定
と
同
時
に
、
見
直
し

を
行
う
べ
き
だ
と
の
意
見
も
い
た
だ

い
た
こ
と
か
ら
、
過
去
の
経
緯
も
踏

ま
え
、自
転
車
等
駐
車
対
策
協
議
会
に

検
討
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
ま
ず
、
検
討
す
る
た

め
の
前
提
条
件
と
し
て
、
①
総
合
計

画
に
基
づ
き
減
価
償
却
を
除
く
運
営

経
費
を
基
本
に
統
一
料
金
と
す
る
、

②
学
生
料
金
は
、
一
般
よ
り
マ
イ
ナ

ス
　
円
と
す
る
、
③
マ
イ
ナ
ス
　
円

500

500

と
し
た
場
合
、
民
間
駐
輪
場
を
利
用

す
る
学
生
に
差
額
を
補
助
す
る
、
④

現
状
よ
り
使
用
料
を
引
き
下
げ
る
場

合
に
は
民
間
駐
輪
場
事
業
者
に
対
し

て
時
限
的
な
助
成
措
置
を
講
ず
る
と

い
う
こ
と
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
①
民
間
駐
輪
場
事
業

者
の
料
金
と
の
均
衡
を
重
視
し
た
２

千
円
案
、
②
他
市
と
の
均
衡
を
重
視

し
た
千
円
案
、
③
梅
郷
駅
の
減
価
償

却
を
除
く
運
営
費
と
収
支
均
衡
さ
せ

る
千
　
円
案
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

500

ま
し
た
。

　
な
お
、
②
の
他
市
と
の
均
衡
を
重

視
と
し
て
は
、
駅
か
ら
至
近
距
離
に

あ
る
梅
郷
駅
と
同
条
件
で
あ
る
江
戸

川
台
駅
の
　
円
と
比
較
し
て
、
高
い

600

放置禁止区域には標識を（野田市駅周辺放置禁止区域には標識を（野田市駅周辺））

■川間駅周辺の放置禁止区域

■野田市駅周辺の放置禁止区域

■梅郷駅周辺の放置禁止区域

者
や
車
両
の
通
行
や
、
救
急
・
緊
急

時
の
活
動
の
妨
げ
と
な
っ
た
り
、
ま

ち
の
美
観
を
損
な
っ
た
り
と
、
私
た

ち
の
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、市
で
は
、「
野
田
市
自
転
車

等
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、平
成
７
年
に
野
田
市
駅
と
川
間

駅
周
辺
に
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域

を
設
け
、放
置
し
て
い
る
自
転
車
な
ど

を
各
保
管
場
所
に
移
動
し
て
、
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
放
置
禁
止
区
域
の
指
定
に
は
、
条

　
な
お
、放
置
禁
止
区
域
に
は
、

標
識
を
設
置
し
、
啓
発
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
放
置
自
転
車
な
ど
を

保
管
場
所
に
移
送
し
た
場
合
、

返
還
に
は
自
転
車
は
千
　
円
、

570

原
動
機
付
自
転
車
は
３
千
　
円
150

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
安
全
の
た
め
、
自
転
車
や
原

動
付
自
転
車
な
ど
は
、
決
め
ら

れ
た
場
所
に
駐
車
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課



鋸

一
方
で
、部
屋
の
貸
し
出
し
時
間
は
、

午
前
中
の
連
続
３
時
間
、
午
後
の
連

続
５
時
間
、
夜
間
の
連
続
４
時
間
と

３
つ
の
区
分
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

少
な
い
時
間
単
位
で
の
利
用
を
希
望

す
る
声
が
、
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら

の
要
望
に
お
応
え
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
空
調
や
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、部
屋
の
貸
し
出
し
を
継

よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
こ

う
と
、
来
年
１
月
４
日
か
ら
、
１
時

間
単
位
で
貸
し
出
し
で
き
る
よ
う
に

変
更
し
ま
す
。

　
各
部
屋
の
１
時
間
あ
た
り
の
使
用

料
は
表
の
と
お
り
で
、
予
約
は
、
利

用
日
の
２
か
月
前
か
ら
、
同
館
に
直

接
か
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、来
年
１
月
４
日
鉦
の
利
用
の

申
し
込
み
は
、　
月
４
日
鐘
か
ら
で
す
。

11

　
今
回
の
変
更
は
、
各
部
屋
の
貸
し

出
し
時
間
と
、
１
時
間
単
位
で
貸
し

出
す
こ
と
に
伴
う
利
用
料
金
の
み
で
、

開
館
時
間
（
９
時
～
　
時
）
や
休
館

21

日
（
毎
週
鍾
・
年
末
年
始
）
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館
・
市
民
会

館
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１

－

　
市
民
会
館
は
、
醬
油
醸
造
家
の
茂

木
佐
平
治
邸
と
し
て
、
大
正
　
（
１

13

９
２
４
）年
こ
ろ
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
　（
１
９
５
６
）年

31

に
、野
田
醬
油
株
式
会
社（
現
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
株
式
会
社
）を
経
て
市
に
寄
贈

さ
れ
、同
　（
１
９
５
７
）年
に「
野
田

32

市
市
民
会
館
」と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

　
会
館
後
は
、
部
屋
の
貸
し
出
し
を

行
い
、
平
成
９
年
に
は
、
国
の
登
録

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、　
年
か
ら
は
、
隣
接
す
る

19

郷
土
博
物
館
と
あ
わ
せ
て
、
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
（
自
分
ら
し
い
生
き
方

を
見
出
し
、
実
践
す
る
こ
と
）
の
拠

点
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

 市
民
会

市
民
会
館館
のの
貸
し
貸
し
部
屋
部
屋

　
　
１１
時
間
単

時
間
単
位位
でで
ご
利
用

ご
利
用
もも

　
 ～
ご
要
望

～
ご
要
望
にに
応
え
来
年
１
月
４
日
の
利
用
か

応
え
来
年
１
月
４
日
の
利
用
か
らら
～～

１７時～２１時
１時間につき

９時～１７時
１時間につき大きさ部　屋　名

３４０円 ２００円 １０畳松の間

２３０円 １７０円 ８畳竹の間・月の間
菊の間

１７０円 １３０円 ８畳梅の間
１７０円 １００円 １０畳藤の間
１７０円 １００円 ６畳楓の間・雪の間
１３０円 　６０円 ４畳半柳の間
１００円 　６０円 ４畳桃の間

６８０円松樹庵（別棟茶室）

  　
月
の
第
１
土
曜
日
は「
の
だ
教
育
の
日
」

１１  　「「
地地
域
の
教
育

域
の
教
育
力力
」」をを

　
  　
　
 　
　
小小
・
中
・
中
学学
校校
にに

　
市
で
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領

や
学
校
完
全
週
５
日
制
が
実
施
さ
れ

た
平
成
　
年
度
か
ら
、市
独
自
に「
野

14

田
市
教
育
環
境
整
備
事
業
」
を
実
施

し
、算
数
の
復
習
を
中
心
と
し
た「
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
」、
武
道
や
芸
術
・

文
化
講
座
を
行
う
「
オ
ー
プ
ン
サ
タ

デ
ー
ク
ラ
ブ
」
な
ど
を
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、　
年
度
か
ら
は
、
地
元
の

13

事
業
所
の
協
力
で
、
中
学
生
を
対
象

と
し
た
「
職
場
体
験
」
を
開
始
し
、

　
年
度
か
ら
は
、
職
場
体
験
の
期
間

17を
連
続
５
日
間
に
延
長
し
ま
し
た
。

　
　
年
度
か
ら
は
、小
学
校
で
も
、実

20
際
に
職
場
に
出
向
い
て
、
半
日
間
の

職
場
体
験
も
行
う
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、　
年
度
か
ら
、
市
独
自

20

の
「
地
域
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
」
と
し
て
、
地
域
と
学
校
と
の

連
携
・
協
働
を
進
め
て
い
く
た
め
、

市
内
全
中
学
校
区
に
「
学
校
地
域
支

援
本
部
」
を
設
置
し
て
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
学
校
支
援
に
参
加
で

き
る
方
の
養
成
講
座
も
開
始
し
、
活

動
を
よ
り
活
発
に
し
て
い
ま
す
。

◎
「
の
だ
の
教
育
」
を
考
え
る
日

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

で
、
教
育
は
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

保
護
者
や
地
域
と
の
連
携
が
重
要
で

あ
る
と
再
認
識
し
、　
年
度
か
ら
、

19

　
月
の
第
１
土
曜
日
を
、
市
民
全
体

11で
教
育
を
考
え
る「
の
だ
教
育
の
日
」

と
定
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
後
１
か
月
間
を
「
の
だ

教
育
推
進
期
間
」
と
し
、
地
域
や
皆

さ
ん
に
も
、
体
育
や
文
化
関
連
の
行

事
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
地
域
支
援
本
部
の

こ
と
は
指
導
課
、
教
育
の
日
の
こ
と

は
学
校
教
育
課

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

続
し
つ
つ
、全
国
の
博
物
館
の
図
録
な

ど
を
閲
覧
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

や
、常
駐
の
学
芸
員
に
よ
る
、地
域
の

文
化
や
歴
史
な
ど
を
調
査
・
研
究
す
る

方
の
相
談
・
情
報
提
供
も
行
う
な
ど
、

皆
さ
ん
の
学
習
や
、交
流
が
も
て
る
場

と
し
て
も
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
２
か
月
前
か
ら

　
市
民
会
館
の
利
用
者
が
多
く
な
る

■平成２２年１月４日からの貸部屋料金表

館内の見学や資料の閲覧は無料で館内の見学や資料の閲覧は無料ですす

※市外の利用者は２倍の料金となります

小学生が「レジ係」の体小学生が「レジ係」の体験験もも

野田市の「の」
の文字と、「豆」
をモチーフにし
たもので、無限
の可能性をもつ
子どもたちの個
性を育てる「の
だの教育」が表
現されています。



漁

集
で
き
ま
せ
ん
。

【
収
集
対
象
外
】

①
毒
性
の
あ
る
樹
木
や
葉
、堆
肥
に
適

さ
な
い
も
の
、
腐
敗
し
た
樹
木
や
落

ち
葉
・
草
、
建
築
廃
材
、
材
木
、
石
、

土
、缶
、
ガ
ラ
ス
、
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
が
混
入
し
て
い
る
場
合
、

自
己
搬
入
は
堆
肥
セ
ン
タ
ー
へ

　
自
己
搬
入
は
、
９
時
か
ら
　
時
ま

17

で
（
醤
・
□祝 
・
年
末
年
始
を
除
く
）

に
直
接
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
い

た
だ
き
、
事
務
室
で
受
け
付
け
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、搬
入
作
業
は
時
間
内
に
終
わ

る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
己
搬
入
で
は
、
剪
定
・

除
草
業
者
や
事
務
所
か
ら
も
収
集
で

き
ま
す
が
、
業
者
な
ど
の
場
合
は
、

搬
入
２
日
前
ま
で
に
電
話
で
堆
肥
セ

ン
タ
ー
（
☎
７
１
２
７
 
５
０
５
５
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
費
用
は
、
一
般
家
庭
は
無
料
で
、

剪
定
・
除
草
業
者
な
ど
は
、
５
キ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
き
　
・
５
円
（
　
円
未

52

10

満
切
り
捨
て
）
で
す
。

　
ま
た
、収
集
で
き
る
剪
定
枝
や
落
ち

葉
な
ど
は
、
戸
別
収
集
の
対
象
と
同

じ
で
、
ま
と
め
る
重
さ
に
指
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
剪
定
枝
は
１
本
２
メ

ー
ト
ル
以
下
に
切
り
、
麻
縄
か
、
わ

ら
縄
で
束
ね
る
か
、
ば
ら
積
み
の
ま

ま
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
搬
入
量
が
多
い
場
合
は
、
持
込
量
を

制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
「
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」（
☎
７
１
２
７

 
５
０
５
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
の
収
集
受
付
は

清
掃
計
画
課
、
自
己
搬
入
は
農
政
課

－

－

樹
木
の
根

②
業
者
に
剪
定
や
草
刈
り
の
業
務
を

委
託
し
、
そ
の
際
発
生
し
た
剪
定
枝

や
落
ち
葉
、
草

③
事
業
所
な
ど
、住
宅
敷
地
以
外
か
ら

発
生
し
た
剪
定
枝
や
落
ち
葉
、草

※
②
③
は
、
自
己
搬
入
で
処
分
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ま
と
め
方
】

◆
落
ち
葉
・
草
＝
容
量
が
　
リ
ッ
ト
ル

40

家庭から出る落ち葉などを堆肥家庭から出る落ち葉などを堆肥にに

　
市
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
中
、
平
成
　12

年
度
に「
野
田
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」を

設
置
し
、
そ
れ
ま
で
各
家
庭
で
ご
み

と
し
て
処
分
し
て
い
た
剪
定
枝
や
落

ち
葉
、
草
を
堆
肥
化
し
て
、
農
家
で

有
効
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、　
年
か
ら
は
、「
剪
定
枝
な

19

ど
か
ら
の
堆
肥
」
と
、
農
家
で
処
分

に
困
っ
て
い
た
「
も
み
殻
」、
酪
農
家

で
処
理
に
手
間
が
か
か
っ
て
い
た

「
牛
ふ
ん
」
を
混
ぜ
た
「
も
み
殻
牛

ふ
ん
混
合
堆
肥
」
づ
く
り
に
も
取
り

組
み
、
農
家
に
利
用
い
た
だ
く
こ
と

で
、
環
境
保
全
型
の
農
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
集
め
ら

れ
た
剪
定
枝
や
落
ち
葉
な
ど
は
、
で

き
る
限
り
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ

な
い
、
安
全
で
安
心
な
農
産
物
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
ま
す
が
、
特
に
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
落
葉
期
を

迎
え
ま
す
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

い
た
だ
い
た
う
え
で
、
堆
肥
化
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

無
料
で
戸
別
収
集
も

　
剪
定
枝
や
落
ち
葉
な
ど
の
収
集
方

法
は
、
無
料
の
「
戸
別
収
集
」
か
、

堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
い
た
だ
く

「
自
己
搬
入
」
で
す
。

　
戸
別
収
集
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

■堆肥センターの案内図

■剪定枝・落ち葉・草のまとめ方

剪
定
枝
や
落
ち
葉
・
草
は

　
　
ま
と
め
て
堆
肥
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
～
ご
み
の
減
量
と
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
も
～

程
度
ま
で
の
容
器
や
袋
に
、重
さ
　
キ
20

ロ
グ
ラ
ム
程
度
で
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
市
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
容
器
や
袋
は
収

集
し
ま
せ
ん
の
で
、
ガ
ム
テ
ー
プ
な

ど
で
ふ
さ
が
ず
、
ふ
た

を
す
る
か
、袋
自
体
か
、

麻
縄
や
、わ
ら
縄
で
口
を

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
草
は
で
き
る
だ
け

乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
剪
定
枝
＝
１
本
が
２

メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
重

さ
が
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
程

20

度
、
大
き
さ
が
直
径
　50

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度

に
、麻
縄
や
、わ
ら
縄
で

束
ね
て
く
だ
さ
い
。

※
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
な
ど

で
束
ね
た
場
合
は
、
収

集
時
に
ひ
も
は
置
い
て

い
き
ま
す
。

９
時
か
ら
　
時
ま
で
に
（
醤
・

16

□祝 
・
年
末
年
始
を
除
く
）「
み
ど

り
の
収
集
受
付
」（
☎
７
１
２
６

 
６
０
６
６
）へ
電
話
で
申
し
込

み
い
た
だ
き
、指
定
さ
れ
た
収
集

日
に
、
玄
関
先
な
ど
搬
出
が
容

易
な
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
収
集
で
き
る
の
は
、

市
内
で
発
生
す
る
剪
定
枝
や
落

ち
葉
、
草
で
、
次
の
も
の
は
収

－



施
計
画
を
着
実
に
履
行
す
る
と
と
も

に
、
合
併
に
際
し
約
束
し
た
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
、
基
本
的
に
そ
の
水
準

を
落
と
さ
な
い
」
と
い
う
考
え
方
に

沿
っ
て
、
各
種
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
結
果
、
市
民
に
安
全
で
安
心
な
農

産
物
を
供
給
す
る
直
売
所
「
ゆ
め
あ

ぐ
り
野
田
」
の
開
設
、
生
活
道
路
等

整
備
事
業
な
ど
の
合
併
関
連
事
業
、

　
平
成
　
年
度
は
、
市
税
な
ど
の
一

20

般
財
源
等
総
額
が
、
景
気
の
急
激
な

悪
化
に
よ
る
法
人
市
民
税
や
各
種
交

付
金
が
大
幅
に
減
る
一
方
で
、
歳
出

の
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
が
大

き
な
伸
び
を
示
し
、
収
支
に
お
い
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。　
こ

の
よ
う
な
中
で
、　
年
度
か
ら
　
年

20

27

度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画
と
し
て
見

直
し
た
総
合
計
画
と
行
政
改
革
の
実

地
域
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
、

５
歳
児
健
診
の
実
施
、は
り
・
き
ゅ
う
・

あ
ん
摩
等
施
術
費
助
成
、
妊
婦
健
診

の
公
費
負
担
増
、
木
間
ケ
瀬
中
学
校

用
地
拡
張
、
梅
郷
駅
東
口
市

営
自
転
車
等
駐
車
場
建
設
事

業
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
年
度
の
事
業
に
要
し
た

20
費
用
は
、
特
別
会
計
を
含
め

た
全
歳
出
決
算
額
で
、　
億
7２４

３
千
　
万
４
千
円
と
な
り
、

654

一
般
会
計
の
内
訳
を
み
る
と

歳
入
額
は
　
億
６
千
　
万
９

426

875

千
円
、
歳
出
額
は
　
億
５
千

418

　
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

818　
本
号
で
は
、９
月
定
例
市
議

会
で
認
定
さ
れ
た
、決
算
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
人
口
と
世
帯
数
は
住
民
基

本
台
帳
に
よ
り
ま
す
。

 農
産
農
産
物物

直
売
直
売
所所
 
「「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野

ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田田
」開
設
」開
設
やや

 　
梅
郷
梅
郷
駅駅

東東
　
口口
 
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
建

市
営
自
転
車
等
駐
車
場
建
設設
なな
　
　
どど 
実
施
実
施
　

平成20年度決算
構成比決算額区　　　分
５３.1 22,658,273市 税
1.2 500,636地 方 譲 与 税
0.2 79,942利 子 割 交 付 金
3.0 1,292,533地 方 消 費 税 交 付 金
0.1 37,671配 当 割 交 付 金
0.0 12,501株式譲渡所得割交付金
0.5 205,961ゴルフ場利用税交付金
0.7 280,892自 動 車 取 得 税 交 付 金
0.7 282,853地 方 特 例 交 付 金
6.6 2,805,075地 方 交 付 税
0.1 24,547交通安全対策特別交付金
1.2 504,380分 担 金 及 び 負 担 金
2.9 1,247,667使 用 料 及 び 手 数 料
8.3 3,534,185国 庫 支 出 金
4.0 1,720,409県 支 出 金
0.4 161,446財 産 収 入
0.0 13,888寄 附 金
2.6 1,117,076繰 入 金
3.3 1,403,557繰 越 金
2.7 1,173,967諸 収 入
8.4 3,611,300市 債
100.0 42,668,759歳 入 合 計

◆一般会計歳入内訳　　　　　　　（単位:千円・％）

構成比決算額区　　　分
0.9 388,300議 会 費
11.4 4,761,178総 務 費
28.7 12,021,426民 生 費
9.4 3,954,337衛 生 費
0.2 93,278労 働 費
1.7 732,956農 林 水 産 業 費
0.9 377,003商 工 費
17.9 7,474,802土 木 費
4.2 1,737,871消 防 費
11.1 4,642,847教 育 費
0.0 0災 害 復 旧 費
11.1 4,639,943公 債 費
2.5 1,034,239諸 支 出 金
100.0 41,858,180歳 出 合 計

◆一般会計歳出内訳　　　　　　　（単位:千円・％）

歳入歳出差引額歳出決算額歳入決算額
区　　　分

増減率平成１９年度平成２０年度増減率平成１９年度平成２０年度増減率平成１９年度平成２０年度
△42.21,403,557810,579△0.542,068,84841,858,180△1.843,472,40542,668,759一 般 会 計
△72.681,98022,4440.215,674,00915,705,308△0.215,755,98915,727,752国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
△13.058,03350,49964.03,881,8566,366,58362.93,939,8896,417,082下 水 道 事 業 特 別 会 計
△82.569,19512,083△90.19,369,616928,803△90.09,438,811940,886老 人 保 健 特 別 会 計
22.474,04090,628△7.752,98048,8789.8127,020139,506用 地 取 得 特 別 会 計

△40.8175,141103,64812.95,486,9146,196,86911.35,662,0556,300,517介 護 保 険 特 別 会 計
75.51,2712,231△9.7447,811404,198△9.5449,082406,429次木親野井特定土地区画整理事業特別会計
皆増07,162皆増0927,725皆増0934,887後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
△41.01,863,2171,099,274△5.976,982,03472,436,544△6.778,845,25173,535,818合 計

◆一般会計など決算の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:千円・％）

歳
入
歳
入
額額
　

億
６
億
６
千千
　

万
９
千

万
９
千
円円

4２６4２６

８７５８７５

歳
出
歳
出
額額
　

億
５
億
５
千千
　

万
円
万
円

4１4１８８

8１8１８８

一
般
会

一
般
会
計計

「ゆめあぐり野田「ゆめあぐり野田」」では安全で安心な農産物を販では安全で安心な農産物を販売売

禦



◆使われたお金　　　　　　　　　　    　　（一般会計）
１世帯当たり１人当たり

201,452円77,542円民 生 費
125,261円48,215円土 木 費
79,786円30,711円総 務 費
77,803円29,948円教 育 費
77,755円29,929円公 債 費
66,266円25,507円衛 生 費
73,125円28,147円そ の 他
701,448円269,999円合 計

◆市税の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　（一般会計）
１世帯当たり１人当たり

175,508円67,556円市 民 税
167,149円64,338円固 定 資 産 税
17,416円6,704円都 市 計 画 税
16,222円6,244円た ば こ 税
3,406円1,311円そ の 他
379,701円146,153円合 計

土　　地　　　　 2,242,217愛

建　　物　　　　　356,343愛

有価証券　  　　  278,460千円

出資による権利 2,376,725千円

債　　権　　　　333,394千円

基　　金
・現金　　　 　4,182,614千円
・土地　　　　　892,676千円
・債権　　　　     10,975千円
地方債残高
・一般会計債   42,576,846千円
・下水道事業債  21,405,898千円
・次木親野井特定土地区画整理事業債
　　　　　　　 2,003,388千円

◆財産など

◆健全化判断比率（表内の「－」は、黒字であり該当しません） ※「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が施行さ
れ、平成１９年度決算から財政指標を公表することとされ、２０
年度決算からは、各基準を超えた場合に財政健全化計画や
財政再生計画などの作成が義務付けられました。
　「健全化判断比率」は、自治体の一般会計などの赤字の程
度を示す「実質赤字比率」や、水道や下水道など公営事業も
含めた赤字の程度を示す「連結実質赤字比率」、借金の返済
額の大きさを表す「実質公債費比率」、将来支払うことにな
る負担を「将来負担比率」で示します。
　また、「資金不足比率」は、公営企業の資金不足額が、事業
の規模に対してどの程度あるのかを示すものです。
　野田市の２０年度決算に伴う各財政指標は、いずれも基準
を下回っています。

法非適用企業法 適 用 企 業
下水道事業特別会計水道事業会計会 計 名

－－野 田 市 の 比 率
20.0%20.0%経営健全化基準

◆資金不足比率　（表内の「－」は、黒字であり該当しません）

・２０年度の市債発行額（一般会計）
　　　　　　　36億1,130万円

・市債の残高（一般会計）
　　　　 425億7,684万6千円

１人当たり　 23,294円

１世帯当たり60,517円

１人当たり   274,634円

１世帯当たり 713,491円

◆市債の状況

※残高には、旧関宿町継承分が含
まれています。

早期健全化基準野 田 市 の 比 率
11.91%－実 質 赤 字 比 率
16.91%－連結実質赤字比率
25.0%11.9%実質公債費比率
350.0%120.4%将 来 負 担 比 率

魚
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市
で
は
、
事
件
・
事
故
の
発
生
状

況
や
人
口
・
世
帯
数
な
ど
か
ら
、
本

来
で
あ
れ
ば
交
番
設
置
が
望
ま
し
い

南
部
地
区
に
、
平
成
　
年
　
月
、
独

18

10

自
に
“
市
営
交
番
”
と
し
て
「
野
田

市
南
部
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、

通
称
「
南
部
ま
め
ば
ん
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
部
地
区
は
、
市
内
で
も

犯
罪
発
生
状
況
が
高
い
こ
と
や
、
交

番
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
住

宅
開
発
や
商
業
施
設
の
進
出
に
よ
り
、

人
口
や
世
帯
が
増
え
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、「
野
田
市
北
部
安
全
安
心
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」、
通
称
「
北
部
ま
め
ば

ん
」を
　
月
１
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

10

　
両
ま
め
ば
ん
に
は
、
警
察
官
経
験

者
の
防
犯
推
進
員
が
、
小
学
生
の
下

校
時
間
帯
な
ど
を
考
慮
し
、
毎
日
　14

時
か
ら
　
時
ま
で
交
代
で
勤
務
し
、

19

事
件
・
事
故
発
生
時
の
被
害
の
拡
大

防
止
や
、
防
犯
相
談
、
警
察
・
地
域

の
自
主
防
犯
組
織
と
の
連
携
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
な
お
、
夜
間
な
ど
の
時
間
外
は
、

ま
め
ば
ん
外
壁
に
設
置
の
非
常
通
報

電
話
の
受
話
器
を
あ
げ
る
だ
け
で
、

野
田
警
察
署
へ
通
報
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■北部まめばん案内図

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

紙上公共施設見学会
 「野田市安全安心ステーション『まめばん』」

■南部まめばん案内図

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
役
立
て

て
い
た
だ
こ
う
と
、
医
師
の
木
下
博
勝
さ
ん
に
よ
る

「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」
を
　
月
３
日
、
欅
の
ホ
ー

10
ル
で
開
催
し
た
。

　
木
下
さ
ん
は
、
自
分
が

健
康
だ
と
思
っ
て
い
て
も

検
診
を
受
け
る
と
思
わ
ぬ

病
気
が
発
見
さ
れ
る
が
、

早
期
発
見
で
治
療
す
れ
ば

治
る
可
能
性
が
高
ま
る
の

で
、
定
期
的
な
検
診
が
必

要
と
語
っ
た
。

健
康
の
秘
訣
は

　
病
気
の
早
期
発
見
と
治
療

妻のジャガー横田さんの話題も

市民訪問

　
「
最
後
の
跳
躍
で
し
た
が
、踏
み
切

っ
た
瞬
間
、『
跳
べ
た
』
と
確
信
し
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
、
陸
上
競
技
の

「
走
り
高
跳
び
」
で
、　
年
間
も
破

20

ら
れ
な
か
っ
た
高
校
記
録
を
上
回
る
、

２
メ
ー
ト
ル
　
セ
ン
チ
を
樹
立
し
た

23

戸
 
直
人
さ
ん
。

　
今
年
　
月
２
日
か
ら
５
日
間
行
わ

10

れ
た
、「
新
潟
国
体
陸
上
競
技
」
の

「
少
年
男
子
共
通
走
り
高
跳
び
」で
、

見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
戸
 
さ
ん
は
、
小
学
校
５
年
生
の

と
き
に
、
顧
問
の
先
生
の
勧
め
で
、

走
り
高
跳
び
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
走
り
高
跳
び
は
、
脚
力
や
集
中

力
な
ど
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
な

競
技
で
す
。
自
分
に
何
が
足
り
な
い

か
な
ど
、
常
に
考
え
工
夫
し
な
が
ら

練
習
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
試
合
で
は
、
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
今
あ
る
課
題
を
克
服
し
て
、
ま

ず
は
、
国
内
　
歳
未
満
の
日
本
記
録

20

更
新
を
目
指
し
、
夢
は
世
界
大
会
で

の
金
メ
ダ
ル
獲
得
で
す
。
目
標
や
夢

に
向
け
、
全
力
で
挑
戦
し
ま
す
」
と

力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

上
花
輪
在
住
・
平
成
４
年
生
ま
れ

走
り
高
跳
び
で

　
　
年
ぶ
り
の
高
校
新
記
録

20

戸
 
　
直
人
さ
ん

　
市
で
は
、下
水
道
の
大
切
さ
を
、市
内
の
小
学
生
が

描
い
た
絵
を
通
じ
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、　
月
　

10

16

日
か
ら
　
日
ま
で
、い
ち
い
の
ホ
ー
ル
で「
下
水
道
ポ

22

ス
タ
ー
展
」を
開
催
し
た
。

　
作
品
は
、
４
か
ら
６
年

生
が
、
夏
休
み
の
自
由
課

題
と
し
て
描
い
た
も
の
。

　
排
水
処
理
の
仕
組
み
や

川
を
汚
さ
な
い
役
割
も
あ

る
こ
と
な
ど
を
描
い
た
力

作
１
点
１
点
が
、
来
場
者

の
目
を
引
き
付
け
て
い
た
。

下
水
道
で
快
適
な
ま
ち
に

　
　
　
 　
点
の
力
作
を
展
示

79
会場には７９点の作品がずらり
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①チャックのついたビニール袋にタレの材料をす
べて入れて、よく混ぜる②モモ肉を均等に開き
（手羽元のときはフォークで肉に穴をあけ）、①へ
入れて、よくもみ合わせる③肉を器に並べ、１９０度
のオーブンで２０分ほど焼き、スライスしたレモン
とレタスを添えて、出来上がり。
※タレに１日ほど漬け込んだほうが、よく味がなじ
みます。子どもたちにも人気の一品で、冷めても大
丈夫ですので、お弁当にも最適です。
《材料》４人分：鶏モモ肉か手羽元約３００～４００g、レモン・レ
タス適量、タレ（ヨーグルト大さじ６、カレー粉大さじ４、ケ
チャップ大さじ２、おろしニンニク・おろしショウガ各１片
分、塩小さじ３）

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

簡単タンドリーチキン

鳩貝聡実さん（関宿台町）

　
写
真
は
、昭
和
　（
１
９

26

５
１
）年
５
月
５
日
に
、興

風
会
館
前
で
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
当
日
、
興
風
会
館
で
は
、

同
　（
１
９
５
０
）年
５
月

25
３
日
に
市
制
を
施
行
し
た

野
田
市
の
１
周
年
を
記
念

し
、財
団
法
人
興
風
会
と
青

年
団
、教
育
委
員
会
の
共
催

で
、
市
内
の
児
童・生
徒
た

ち
の
童
話
や
舞
踊
な
ど
の

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
３
千
　
人
600

も
の
来
場
者
が
あ
っ
た
そ

う
で
、
写
真
提
供
者
で
、

前
列
右
か
ら
二
人
目
に
写

る
、
当
時
小
学
生
だ
っ
た

神
田
さ
ん
も
、
大
勢
の
観

客
の
前
で
 筝
 の
演
奏
を
行

こ
と

っ
た
そ
う
で
す
。

　
神
田
さ
ん
は
家
の
近
く

の
お
寺
で
、 筝
 
そ
う

 曲
 「春
の
海
」

き
ょ
く

の
作
曲
者
で
も
知
ら
れ
る

音
楽
家
、
宮
城
道
雄
の
一

門
の
方
に
学
び
、「
当
日

は
、『
さ
く
ら
』
や
『
六
段
』

な
ど
を
緊
張
し
な
が
ら
演

奏
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
日
に

 ３
千
　
人
も
の
来
場
者

600

写真提供＝神田慶子さん（上花輪）
嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
住
み
な
れ
た
ま
ち
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
、
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
昭
和
　
（
１

26

９
５
１
）
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
、
非
営
利

う
と
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
や
学
童
保
育
所
の
運
営
や
、育
児

相
談
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
な

ど
を
行
っ
た
り
、高
齢
者
や
障
害
者
の

支
援
と
し
て
、訪
問
入
浴
や
、福
祉
車

両
・
車
い
す
の
貸
出
、手
話
通
訳
者
の

派
遣
、心
配
ご
と
相
談
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
方
を
積

極
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
運
営
は
、

皆
さ
ん
か
ら

の
会
費
と
赤

い
羽
根
募
金
、

歳
末
た
す
け

に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
、地

区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。次
号
か
ら
は
、地
区

社
協
　
団
体
を
順
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

22

※「
学
校
訪
問
」は
、前
号
で
公
立
小
中
学
校

全
て
の
紹
介
を
終
え
ま
し
た
。本
号
か
ら
は
、

新
連
載「
地
区
社
協
訪
問
」を
開
始
し
ま
す
。

あ
い
募
金
な

ど
、
一
人
ひ

と
り
の
心
遣

い
に
よ
っ
て

実
現
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、

市
内
各
地
域

組
織
で
、
市
内
の
４
万
１
千
世
帯
を

は
じ
め
、
自
治
会
、
民
生
委
員
、
児

童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、
保
健
・

医
療
・
教
育
の
関
係
機
関
な
ど
が
参

加
・
協
力
し
て
い
ま
す
。

福
祉
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

　
同
会
で
は
、
子
育
て
を
応
援
し
よ

　
今
年
で
　
回
目
と
な
る
「
東
葛
飾
地
方
中
学
校
駅

63

伝
競
走
大
会
」
が
、　
月
　
日
に
行
わ
れ
、
参
加
　

10

17

66

校
の
代
表
が
野
田
市
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
を
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
沿
道
か
ら
の
熱
い
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
１
本
の

た
す
き
に
思
い
を
込
め
て

力
走
す
る
選
手
た
ち
。

　
　
娃
の
道
の
り
を
　
人

32

10

で
必
死
に
つ
な
ぐ
と
、
野

田
勢
で
は
、
野
田
南
部
中

が
６
位
と
健
闘
し
た
。

各学校から男女６６０人が参加

健
脚
競
う「
東
葛
駅
伝
」で

　
　
　
  野
田
南
部
中
が
健
闘

育児相談やサービスの紹介育児相談やサービスの紹介もも

福祉車両や車いすも貸し出しま福祉車両や車いすも貸し出しますす

地区社協訪問（1）
 　　　　野田市社会福祉協議会
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月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

11
間
で
す
。
　

　
市
で
は
、
児
童
虐
待
の
相
談
件
数

が
年
々
増
加
し
て
い
る
た
め
、
早
期

発
見
や
早
期
対
応
を
し
よ
う
と
、
児

童
相
談
所
や
医
師
会
、
警
察
署
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
、「
野
田
市
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
や
児

童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O

S
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
発
育
・
発
達
を
損
な
い
、子
ど
も
の

心
身
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
が
、

家
庭
と
い
う
密
室
で
起
こ
る
こ
と
や
、

子
ど
も
が
声
を
あ
げ
に
く
い
こ
と
で
、

周
囲
が
児
童
虐
待
に
関
す
る
認
識
を

持
っ
て
い
な
い
と
、
見
逃
し
て
し
ま

う
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
身
の
回
り
で
「
日
常
的
に
大
人
の

怒
鳴
り
声
や
子
ど
も
の
泣
き
声
が
聞

こ
え
る
」「
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ

る
」「
い
つ
も
お
な
か
を
す
か
せ
食
べ

物
を
ね
だ
る
」「
不
潔
・
病
気
の
ま
ま

放
置
し
て
い
る
」「
夜
間
子
ど
も
だ
け

で
放
置
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
虐
待

を
疑
う
子
ど
も
が
い
た
と
き
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
早
い
段
階
で
気
付
く
こ
と
が
子
ど

児
童
虐

児
童
虐
待待
をを
見
か
け
た

見
か
け
た
らら

「
子
ど
も
S
O

「
子
ど
も
S
O
SS
」」にに
相
談
相
談
をを

も
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S

O
S
」
☎
・
思
０
１
２
０
 
７
８
３

２
８
１
（
休
日
、
夜
間
は
留
守
番
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
受
付
）

◆
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
…
児
童
家

庭
課
、指
導
課
、保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
２
５
 
１
１
８
８
、関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１
、柏

－

－

－

児
童
相
談
所
☎
７
１
３
１
 
７
１
７

５
、千
葉
県
子
ど
も
・
家
庭
　
番
（
　

１１０

24

時
間
対
応
）☎
　（
　
）１
１
５
２

043
２５２

◆
緊
急
時
…
　
番
110

◎
中
央
公
民
館
で
ポ
ス
タ
ー
展

　
児
童
虐
待
防
止
啓
発
推
進
の
一
環

と
し
て
、　
月
　
日
鐘
か
ら
　
日
鍾
ま

11

18

24

で
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
、「
わ
た
し

の
願
う
家
族
・
家
庭
」
を
テ
ー
マ
に
、

市
内
の
小
中
学
生
が
作
成
し
た
ポ
ス

タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

－

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

民
俗
芸
能
を
次
世
代
に

バ
ス
で
行
く
公
共
施
設
等
見
学
会

　
市
で
は
、
市
や
民
間
が
運
営
す
る

施
設
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
、バ
ス
で
行
く「
公
共
施
設
等
見

学
会
」を
　
月
４
日
金
に
開
催
し
ま
す
。

12

【
集
合
場
所
・
時
間
】
市
役
所
＝
９

時
　
分
、い
ち
い
の
ホ
ー
ル
＝
　
時
　

50

10

20

分
。い
ず
れ
も「
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
」

【
コ
ー
ス
（
予
定
）】
市
役
所
（
集

合
）
師
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
（
集
合
・

見
学
）
師
市
役
所
（
昼
食
・
自
由
）

師
茂
木
本
家
美
術
館
（
　
面
参
照
）

14

師
清
掃
工
場

【
定
員
】　
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

30

【
持
ち
物
】
ス
リ
ッ
パ
・
筆
記
用
具

【
費
用
】　
円
700

（
入
館
料
）

【
申
込
み
】　11

月
　
日
金
ま
で

20
に
往
復
は
が
き

に
（
一
枚
で
２

人
ま
で
）住
所
、

　
市
と
の
取
引
は
入
札
参
加
申
請
を

　
市
と
建
設
工
事
や
業
務
の
請
負
、

物
品
の
販
売
な
ど
の
取
り
引
き
を
行

う
た
め
の
、
平
成
　
年
度
の
「
入
札

22

参
加
資
格
審
査
申
請
」
の
追
加
申
請

受
付
を
実
施
し
ま
す
。

　
要
領
や
様
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
管
財
課
窓
口
で
も
配
布
し

ま
す
。　

　
な
お
、
今
回
の
申
請
受
付
は
、　20

年
　
月
の
当
初
申
請
や
　
年
５
月
の

11

21

追
加
申
請
で
資
格
登
録
を
さ
れ
な
か

っ
た
方
を
対
象
に
行
い
ま
す
の
で
、

す
で
に
登
録
済
み
の
方
は
追
加
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
申
請
書
の
提
出
は
、
原
則
郵
送
か

宅
配
便
と
し
ま
す
が
、
市
内
の
業
者

は
管
財
課
窓
口
で
も
受
け
付
け
可
能

で
す
。
要
領
を
熟
読
し
、
誤
り
や
不

足
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
審
査
結
果
は
、申
請
書
に
添
付
さ
れ

た
返
信
用
封
筒
で
送
付
し
、合
格
す
る

と
　
年
４
月
１
日
か
ら
　
年
３
月
　
日

22

23

31

ま
で
の
１
年
間
有
資
格
者
と
し
て
資
格

業
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

【
受
付
期
間
】　
月
　
日
火
～
　
月

11

24

12

　
日
月

21※
水
道
事
業
関
係
の
入
札
参
加
資
格
申

請
は
、水
道
部（
中
根
　
・
☎
７
１
２
４
 

324

５
１
４
５
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
管
財
課
契
約
係

－

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
集
合
場

所
、「
市
報
に
関
す
る
意
見
」
を
明
記

し
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

秘
書
広
報
課
「
公
共
施
設
等
見
学
会
」

係
へ

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

－

　
市
で
は
、
市
内
に
伝
わ
る
民
俗
芸

能
を
、
保
存
・
継
承
し
て
発
展
さ
せ

よ
う
と
、
今
年
で
　
回
目
と
な
る

12

「
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
」
を
　
月
　

11

29

日
醤
　
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
、

12

30

15

45

欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
す
。

　
当
日
は
、

民
俗
芸
能
を

継
承
し
て
い

る
団
体
や
、継

承
に
取
り
組

む
市
内
小
中

学
校
の
団
体

が
出
演
し
ま
す
。

【
出
演
団
体
・
小
中
学
校
】
川
間
中

学
校
郷
土
芸
能
コ
ー
ス
、
本
郷
 囃
子
 

は
や
し

愛
好
会
（
福
田
第
一
小
学
校
お
は
や

し
ク
ラ
ブ
）、
東
部
小
学
校
お
は
や
し

同
好
会
、
柳
沢
小
学
校
３
年
生
総
合

学
習
、
清
水
台
小
学
校
郷
土
芸
能
部
、

中
野
台
大
杉
ば
や
し
、
中
央
小
学
校

郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
、
宮
崎
小
学
校
お

は
や
し
ク
ラ
ブ
、
鶴
嶋
は
や
し
会
、

中
里
 　
   楽
 会

き
 ら
く

【
問
合
せ
】
野
田
市
民
俗
芸
能
の
つ

ど
い
実
行
委
員
会
事
務
局（
社
会
教
育

課
内
）

最後は全団体で発最後は全団体で発表表

職員の説明に熱心に質問職員の説明に熱心に質問もも



秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
で

　
火
災
に
備
え
万
全
な
防
火
対
策
を

　
　
月
９
日
か
ら
　
日
ま
で
は
、
秋

11

15

季
全
国
火
災
予
防
運
動
で
す
。

　
野
田
市
の
平
成
　
年
中
の
火
災
発

20

生
件
数
は
　
件
で
、上
位
の
原
因
は
、

82

放
火
と
放
火
の
疑
い
が
　
件
、
た
ば

29

こ
に
よ
る
も
の
が
　
件
で
す
。

11

　
空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
す
の
で
、火
災
予

防
の
た
め
３
つ
の
習
慣
と
４
つ
の
対

策
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

《
３
つ
の
習
慣
》
①
寝
た
ば
こ
は
や

め
る
②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
し
て
使
う
③
ガ
ス
コ
ン
ロ

か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

《
４
つ
の
対
策
》①
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
②
寝
具
・
衣
類
は
防
炎
製
品

を
使
用
③
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
④
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

供

　　
市
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
離
乳
食

な
ど
、
乳
幼
児
の
食
事
で
悩
ん
で
い

る
保
護
者
を
対
象
に
、
栄
養
士
に
よ

る
無
料
の
「
食
事
相
談
会
」
を
　
月
11

　
日
火
　
時
か
ら
　
時
ま
で
、
北
部

10

16

17

保
育
所
で
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
市
内
の
保
育
所
に
入
所

し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
と
、
市
内

在
住
で
乳
幼
児
が
い
る
保
護
者
で
す
。

　
希
望
者
は
、
当
日
に
直
接
開
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

　市とＮＨＫ千葉放送局の共催で、司会に綾小路きみまろ、早乙女太一、さ
かなクン、ゲストには川中美幸、原口あきまさ、細川たかし、山本みゆきを
迎えた「ごきげん歌謡笑劇団」の公開録画を、１２月８日火１８時４５分～２１時
（予定）に、文化会館で観覧無料で行います。
【観覧申込方法】１１月１１日水必着で、往復はがき（往信用裏面に、郵便番号・
住所・氏名・電話番号、返信用表面に、郵便番号・住所・氏名を明記）で、
〒２７８－０００３鶴奉５－１野田市文化会館「ＮＨＫごきげん観覧」係へ
※記入漏れ無効。多数の場合抽選。当選はがき１枚で２人まで入場可（１歳
以上から人数に数えます）。応募の際の情報は、NHKからの抽選結果連絡や
番組・イベント案内、受信料のお願いに使用することがあります。
【５・７・５作品募集】番組内のコーナー「笑って泣いて５・７・５」では、「家族」
「夫婦」「野田」がテーマの作品と、自由なテーマの作品を募集しています。応募
方法は、１１月１１日水必着で、はがき（郵便番号・住所・氏名・電話番号・未発表作品と
エピソード明記）で、〒２６０－８６１０千葉市中央区中央４－１４－４ＮＨＫ千葉放送局
「ごきげん５・７・５」係へ※採用者は会場で観覧可。番組内で作者も紹介。
【問合せ】文化会館☎７１２４－１５５５、NHK千葉放送局☎０４３（２２７）７３１１
　

NHK「ごきげん歌謡笑劇団」公開録画に参加を
１２月８日火１８時４５分から 野田市文化会館で

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　
犬
や
猫
な
ど
の
動
物
を
飼
う
方
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
フ
ン
の

放
置
や
放
し
飼
い
な
ど
で
、
周
り
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
い
う
苦
情
が
、

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
　
月
は「
動
物
に
よ
る
危
害
防

11

止
対
策
強
化
月
間
」で
す
の
で
、飼
い

主
は
、周
り
に
迷
惑
や
危
害
を
加
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
、適
正
な

所
）
の
所
長

の
許
可
が
必

要
。
ま
た
、

動
物
が
逃
げ

た
場
合
は
、

す
ぐ
に
保
健

所
、
警
察
へ

管
理
と
し
つ
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
飼
い
主
の
注
意
点
　
①
動
物
に
は

迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
つ
け

飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
②
犬

の
場
合
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
必
ず
し
、
放
し
飼
い
は
し
な
い
、

犬
を
運
動
さ
せ
る
時
は
犬
を
制
止
で

き
る
人
が
短
い
引
き
綱
で
行
う
③
猫

は
屋
内
で
飼
う
④
飼
い
主
が
わ
か
ら

な
い
犬
や
猫
に
は
、
む
や
み
に
餌
を

与
え
な
い
⑤
サ
ル
や
ヘ
ビ
、
ワ
ニ
な

ど
の
特
定
動
物
を
飼
う
場
合
は
、
野

田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
野
田
保
健

看板はプラスチック製で看板はプラスチック製ですす

通
報
す
る
⑥
動
物
を
ど
う
し
て
も
飼

え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
新
し
い
飼

い
主
を
探
す
。
見
つ
か
ら
な
い
場
合

で
も
、
動
物
を
捨
て
ず
に
、
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
犬
の
散
歩
時
の

マ
ナ
ー
を
啓
発
し
よ
う
と
、
看
板
を

作
成
し
、
環
境
保
全
課
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
野
田
保
健
所
）
☎
７
１
２
４
 

８
１
５
５
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東

葛
飾
支
所
☎
７
１
９
１
 
０
０
５
０

注
意
看
板
の
こ
と
は
環
境
保
全
課

－

－

◎
火
災
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
月
７
日
土
　
時
　
分
か
ら
　
時

11

13

30

15

　
分
ま
で
ベ
イ
シ
ア
野
田
さ
く
ら
の

30里
店
で
、
消
防
グ
ッ
ズ
の
配
布
、
市

内
小
学
生
に
よ
る
防
火
を
テ
ー
マ
に

し
た
ポ
ス
タ
ー
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
火
災
予
防
運
動
初
日
の
９

日
月
７
時
に
は
、
消
防
署
の
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
間

違
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
火
災
警
報
器
を

　
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」は
、煙
や

熱
を
感
知
し
警
報
音
や
音
声
で
火
災

を
知
ら
せ
る
機
器
で
、
新
築
住
宅
は

平
成
　
年
、
既
往
住
宅
は
　
年
６
月

18

20

か
ら
設
置
が
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
か
ら
　
年
３
月
末
ま
で
、警
報

22

器
の
普
及
率
調
査
の
た
め
、黄
色
い
帽

子
と
腕
章
を
し
た「
住
宅
用
火
災
警
報

器
普
及
員
」が
、平
日
９
時
か
ら
　
時
　

16

30

分
ま
で
、顔
写
真
入
り
の
調
査
員
証
を

提
示
し
て
各
家
庭
を
訪
問
し
、ア
ン
ケ

ー
ト
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
普
及
員
に
よ
る
、
火
災
警

報
器
の
販
売
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

◎
老
朽
化
消
火
器
は
早
急
に
回
収
を

　
腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
は
破
裂
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
回
収
は
、

消
火
器
販
売
店
や
消
防
設
備
事
業
者

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
４

－

栄
養
士
に
よ
る
乳
幼
児
の
食
事
相
談
会

さかなクさかなクンン早乙女太早乙女太一一綾小路きみま綾小路きみまろろ



※
天
候
や
感
染
症
対
策
な
ど
に
よ
り
、
中

止
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、事

前
に
主
催
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
座
・
教
室

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
初
心
者

教
室
　
　
月
　
日
～
　
月
　
日
の

11

16

12

14

毎
週
月
　
時
～
正
午
野
田
総
合
公

10

園
芝
生
広
場
な
ど
で
。
高
校
生
以

上
。
先
着
　
人
。
申
込
み
は
　
月

40

11

５
日
木
～
　
日
木
に
直
接
総
合
公

12

園
へ
。
問
同
公
園
☎
７
１
２
５
 

１
１
５
５

◆
無
料
ヨ
ガ
初
心
者
教
室
　
　
月
11

　
日
水
、　
日
水
　
時
～
　
時
関

18

25

14

15

宿
総
合
公
園
体
育
館
で
。全
２
回
。

　
歳
以
上
の
女
性
。　
人（
抽
選
）。

20

30

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
持
参
。
申
込
み
は
　11

月
　
日
日
必
着
で
電
話
か
往
復
は

15
が
き
（
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

年
齢
・
☎
を
明
記
）
で
〒
　
 
０

270

２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体

401

育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
応
急
手
当
講
習
会
　
　
月
　
日

11

18

水
　
時
～
　
時
　
分
地
域
子
育
て

10

11

30

支
援
セ
ン
タ
ー
で
。
市
消
防
署
員

に
よ
る
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど
。
乳
幼 ―

―

―

児
の
い
る
家
族
。
先
着
　
人
（
保

15

育
あ
り
）。申
込
み
は
　
月
５
日
木

11

８
時
　
分
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
☎
７

30

１
２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
連
続
講
座

　
　
月
　
日
～
　
日
の
月
　
時
～

11

16

30

13

　
時
市
民
会
館
で
。
全
３
回
。
坂

16巻
美
和
子
氏
（
社
員
教
育
研
究
室

主
宰
）
に
よ
る
「
心
通
わ
せ
る
街

づ
く
り
の
力
と
は
」
と
題
し
た
講

座
。
市
民
か
市
内
在
勤
・
在
学
で

２
回
以
上
出
席
で
き
る
方
。
先
着

　
人
。
資
料
代
　
円
。
申
込
み
は

20

500

　
月
５
日
木
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク

11ス（
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
）で
同

館
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
・
思

７
１
２
４
 
６
８
６
６
へ

◆
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
　

　
月
　
日
土
　
時
　
分
～
　
時
　

11

21

13

30

15

30

分
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
贈
る
会
」

の
活
動
発
表
と
林
家
ラ
イ
ス
・
カ

レ
ー
子
氏（
夫
婦
漫
才
）に
よ
る

「
笑
い
の
中
で
考
え
る
福
祉
と
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
。
手

話
通
訳
、
要
約
筆
記
、
磁
気
ル
ー

プ
あ
り
。
当
日
会
場
受
付
。
問
社

会
教
育
課 ―

―

―

◆
障
害
者（
児
）料
理
教
室
　
　
月
11

　
日
水
　
時
　
分
～
　
時
　
分
保

25

13

30

15

30

健
セ
ン
タ
ー
で
。　
人
（
抽
選
）。

24

エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
を
持
参
。
申

込
み
は
　
月
　
日
木
ま
で
に
社
会

11

12

福
祉
課
へ

◆
野
田
産
米
で
太
巻
き
寿
司
づ
く

り
講
習
会
　
　
月
　
日
金
、　
月

11

27

12

４
日
金
　
時
～
　
時
　
分
東
葛
飾

10

14

30

地
域
農
林
業
セ
ン
タ
ー
で
。市
民
。

各
回
　
人（
抽
選
）。材
料
費
　
円
。

25

800

申
込
み
は
　
月
　
日
火
ま
で
に
農

11

17

政
課
へ

◆
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室
中
級
編
　

　
月
１
日
～
　
日
の
火
金
　
時
～

12

11

10

正
午
野
田
公
民
館
で
。
エ
ク
セ
ル

を
使
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
。
全

４
回
。　
歳
以
上
の
市
民
で
、
基

20

礎
修
了
か
文
章
入
力
の
で
き
る
方
。

　
人（
抽
選
）。テ
キ
ス
ト
代
　
円
。

23

500

申
込
み
は
　
月
　
日
月
必
着
で
往

11

16

復
は
が
き（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎

を
明
記
）
か
直
接
返
信
用
は
が
き

を
持
参
で
〒
　
 
０
０
３
５
中
野

278

台
　
 
１
野
田
公
民
館
☎
７
１
２

168
３
 
７
８
１
８
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
月
８
日
日
　
時
～
　
時
　

11

10

14

30

分
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
幼
児

の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
や
、
食
に
関
す

―

―

―

る
コ
ー
ナ
ー
、
歯
科
健
診
コ
ー
ナ

ー
、ミ
ニ
消
防
車
体
験
乗
車
な
ど
。

　
時
　
分
か
ら
は
、
え
だ
ま
め
体

13

30

操
の
発
表
も
。
来
場
者
に
は
記
念

品
を
用
意
。
問
関
宿
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

◆
　
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

１１
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親

子
で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
企
画
展
「
ま
ち
な
み
提
案
文
化

の
駅
・
野
田
」
関
連
事
業
　
①
和

カ
フ
ェ
…
　
月
　
日
土
　
時
　
分

11

14

10

30

～
　
時
　
分
市
民
会
館
で
。
先
着

15

30

　
人
。
菓
子
代
　
円
。
当
日
会
場

120

300

受
付
。
②
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
「
ま

め
ち
ゃ
り
」
…
　
月
　
日
～
　
月

11

14

12

６
日
の
土
日
□祝 
　
時
～
　
時
。
貸

10

16

―
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※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
　
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

11　
月
２
日
月
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

11
◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
６
・
９
・
　
・
12

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

18
27

26

60

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

11

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

13
27

18

１８

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。川
間
公
民

11

館
＝
　
日
。２
日
間
で
８
人

17

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

16

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
９
・
　
・
　
日
。 

17
27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約（
　
月
２
日
火
９
時
か
ら
）

19

16

11

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。
鉦
～
障

９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
。個
別
相
談（
要
予
約
）、
就
労
の
た
め
の「
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
作
成
。
鉦
９
時
～
　
時
、
鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時

35

24

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参
加
相
談（
社
会
教
育
課
）

◆
一
般
相
談
　
①
地
域
参
加
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。
鉦
～
鞘

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）。②
す
で
に
地
域
参
加
を
し

30

17

15

―

―

―

保
育
所
名

南

部

清

水

中

根

福

田

尾

崎

木
間
ケ
瀬

古
布
内

あ
た
ご

東

部

北

部

花

輪
開
放
日

５
日
木

　
日
火

10　
日
火

10　
日
火

10　
日
水

11　
日
水

25　
日
水

11　
日
水

11　
日
水

11　
日
木

12　
日
木

26　
日
木

12　
日
火

17

電
　
　
話

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
1

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
５
・
４
６
９
７

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０
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月
　
日
月
ま
で
の
納
期
の
市

11

30

税
は
次
の
と
お
り
で
す
。
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
税（
５
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
５
期
）

③
介
護
保
険
料（
５
期
）

【
問
合
せ
】①
②
は
国
保
年
金
課
、

③
は
高
齢
者
福
祉
課

て
い
る
方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供
。
第
１
～
４
鐘
９
時
～
　17

時
。
電
話
予
約（
５
日
前
ま
で
）

◆
専
門
相
談
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
生
き
が
い
な
ど
。
第
２
・
４
障
９

時
～
　
時
。
電
話
予
約（
３
日
前
ま
で
）

16

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９
）

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時

13

16

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
害
者
の
相
談
か
ら

就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
発
達
教
育（
２
・
　

13

30

16

16

日
）、
生
活
療
育（
５
日
）、
就
労
者
生
活（
　
日
）、
こ
こ
ろ
の
生

19

活（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

24

26

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
知
的
障
害

10

者（
４
日
）、
視
覚
障
害
者（
　
日
）、
ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

10

17

13

　
分
～
　
時
　
分
…
身
体
障
害
者（
４
日
）、
聴
覚
障
害
者（
　

30

15

30

10

日
）、
精
神
障
害
者（
　
日
）。
電
話
予
約

17

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療

15

17

14

16

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

そ
の
他
の
相
談

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
相
続
手
続
や
成
年
後
見
な
ど
。　
日
鞘

20

　
時
～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
問
千
葉
県
行

10

14

政
書
士
会
東
葛
支
部
・
岩
本
☎
７
１
２
９
 
１
８
６
７

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

10

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―

―

―

―

車
両
が
多
数
往
来
。
期
間
中
は
野

田
市
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
な
ど
を
除

き
、
河
川
敷
内
の
工
事
専
用
道
路

の
横
断
を
制
限
。
問
国
土
交
通
省

利
根
川
上
流
河
川
事
務
所
☎
７
１

２
２
 
３
０
１
４

◆
企
画
展「
思
い
出
の
一
品
展（
仮

称
）」の
展
示
品
を
募
集
　
郷
土
博

物
館
で
平
成
　
年
１
月
か
ら
開
催

22

予
定
の
企
画
展
に
展
示
す
る
皆
さ

ん
の
思
い
出
の
一
品
と
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
募
集
。
問
同
館
☎
７
１
２
４

 
６
８
５
１

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ

ー
ド
の
配
布
　
新
薬
の
特
許
終
了

後
に
同
じ
効
果
・
成
分
で
製
造
さ

れ
た
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
医
療
機
関
な
ど
で
希
望
す
る

た
め
の
カ
ー
ド
を
、
国
保
年
金
課

や
関
宿
支
所
、各
出
張
所
で
配
布
。

問
国
保
年
金
課

―

―

署
☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１

◆
多
重
債
務
者
対
象
無
料
法
律
相

談
会
　
　
月
１
日
火
　
時
～
　
時

12

10

16

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
で
。
弁

護
士
が
対
応
。
先
着
　
人
。
希
望

16

者
は
　
月
　
日
月
９
時
　
分
か
ら

11

16

30

市
民
生
活
課
へ

◆
ひ
と
り
親
家
庭
に
J
リ
ー
グ
観

戦
招
待
　
　
月
５
日
土
　
時
　
分

12

15

30

か
ら
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場（
柏
市
）

で
。
柏
レ
イ
ソ
ル
対
川
崎
フ
ロ
ン

タ
ー
レ
戦
。
母
子
家
庭
か
父
子
家

庭
の
　
歳
未
満
の
子
と
そ
の
親
。

18

７
組
　
人（
抽
選
）。　
月
　
日
水

14

11

18

必
着
で
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
☎
を
明
記
し
、
〒
　
 
８
５

278

５
０
野
田
市
役
所
児
童
家
庭
課

「
サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
・
チ
ケ
ッ

ト
希
望
」
担
当
へ

◆
利
根
川
河
川
敷
で
進
入
制
限
　

　
月
か
ら
堤
防
強
化
工
事
の
た
め

11

―

―

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

　
慢
性
副
鼻
腔
炎（
 蓄
  膿
 

ち
く
 の
う

 症
 ）の
手
術

し
ょ
う

　
 慢
  性
  副
  鼻
  腔
  炎
 と
は
鼻
腔
の
周
囲
に
あ
る
副
鼻

ま
ん
 せ
い
 ふ
く
 び
 く
う
 え
ん

腔
と
い
う
頭
蓋
骨
内
の
空
洞
に
慢
性
炎
症
が
持
続

し
、
通
常
の
慢
性
鼻
炎
に
比
べ
、
鼻
閉
（
鼻
づ
ま

り
）、
鼻
漏
、
頭
痛
な
ど
が
重
症
化
し
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
軽
症
～
中
等
症
の
場
合
は
、
症
状
に
応
じ
て
薬

物
治
療
で
管
理
で
き
ま
す
が
、
重
症
の
場
合
は
手

術
的
治
療
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
以
前
は
 歯
茎
 を
切
開
し
、
頬
骨
に
穴
を
開
け
て

は
ぐ
き

手
術
を
し
た
の
で
、
術
後
に
顔
が
腫
れ
た
り
、
出

血
や
痛
み
が
ひ
ど
く
大
変
で
し
た
。

　
し
か
し
今
は
、
内
視
鏡
手
術
と
い
っ
て
鼻
の
穴

か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
、
テ
レ
ビ
画
面
で
確
認
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
の
手
術
道
具
を
用
い
て

傷
を
残
す
こ
と
な
く
手
術
し
ま
す
。

　
術
後
の
回
復
も
早
く
入
院
日
数
も
短
縮
さ
れ
、

施
設
に
よ
っ
て
は
日
帰
り
手
術
も
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｙ
）◆

個
人
事
業
税
は
早
め
に
納
付
を
…
個
人
事
業
税（
第
２
期
分
）の
納
期
限
は
　
月
　
日
月
。
納
付
書（
納
税
通
知
書
）は
　
月
中
旬

１１

３０

１１

に
発
送
。
早
め
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
付
を
。口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
便
利
。問
柏
県
税
事
務
所
☎
７
１
４
７
 
１
２
３
１

―

市
税
な
ど
の
納
期（
　
月
）

11

出
・
返
却
場
所
は
郷
土
博
物
館
。

１
日
　
円（
別
途
保
証
金
　
円
、返

500

500

却
時
返
金
）。
③
寺
子
屋
講
座「
芸

道
文
化
講
座
」
…
　
月
　
日
日
　

11

15

13

時
　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館

30

15

30

で
。
ま
ち
な
み
研
究
会
会
員
に
よ

る
「
ま
ち
な
み
提
案
文
化
の
駅
・

野
田
～
ま
ち
へ
の
想
い
を
語
ろ
う
」

が
テ
ー
マ
。
先
着
　
人
。
一
般
　

20

500

円
（
高
校
生
以
上
　
円
、
中
学
生

250

以
下
無
料
）。申
込
み
は
　
月
５
日

11

木
か
ら
。
な
お
、
企
画
展
は
平
成

　
年
１
月
　
日
月
ま
で
郷
土
博
物

22

11

館
で
開
催
中
。
問
同
館
☎
７
１
２

４
 
６
８
５
１

◆
野
田
幼
稚
園
で
園
庭
開
放
　
　11

月
　
日
火
９
時
　
分
～
　
時
。
親

17

30

11

子
で
保
育
体
験
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
。
未
就
園
児
の
親
子
。
当
日

会
場
受
付
。
問
同
幼
稚
園
☎
７
１

２
２
 
２
４
５
０

―

―

◆
東
部
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
　12

月
６
日
日
９
時
　
分
東
部
中
学
校

10

校
庭
ス
タ
ー
ト
。
小
学
生
・
中
学

生
・
一
般
男
女
の
部
。
申
込
み
は

　
月
　
日
日
ま
で
に
東
部
公
民
館

11

29

☎
７
１
２
２
 
４
２
０
２
へ

相
談
・
そ
の
他

◆
野
田
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

の
原
案
説
明
会
　
　
月
８
日
日
　

11

13

時
か
ら
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。

小
林
住
宅
団
地
地
区
と
中
里
工
業

団
地
地
区
を
野
田
都
市
計
画
下
水

道（
汚
水
）に
追
加
。
当
日
会
場
受

付
。
問
下
水
道
課

◆
年
末
調
整
等
説
明
会
　
　
月
　

11

16

日
月
　
時
　
分
～
　
時
　
分
市
役

13

30

15

30

所
８
階
大
会
議
室
で
。
給
与
支
払

者
を
対
象
に
年
末
調
整
の
仕
方
や

給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
方
法
な

ど
。
当
日
会
場
受
付
。
問
柏
税
務

―

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
　
月
　
日
火
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た

１１

１０

10

い
方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―



兇

　
遠
足
や
臨
海
学
校
、運
動
会
、

友
だ
ち
と
い
た
ず
ら
し
た
り
け

ん
か
を
し
た
り
、泣
き
虫
カ
ン
タ

ロ
ウ
の
少
年
時
代
を
テ
ー
マ
に

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。少
年
少
女
の

心
を
持
ち
続
け
る
大
人
に
懐
か

し
さ
と
感
動
を
呼
ぶ
一
冊
で
す
。

New Books
南図書館の推せん図書

　
お
か
あ
さ
ん
が
七
ひ
き
の
こ
ぶ

た
に
麦
わ
ら
帽
子
を
あ
ん
で
く
れ

ま
し
た
。み
ん
な
、す
て
き
な
自
分

の
目
印
を
さ
っ
さ
と
決
め
ま
し
た

が
、お
ち
び
ち
ゃ
ん
だ
け
が
み
つ

け
ら
れ
ま
せ
ん
。さ
て
お
ち
び
ち

ゃ
ん
は
目
印
を
さ
が
し
に
外
へ
。

※
天
候
や
感
染
症
対
策
な
ど
に
よ
り
、
中
止
・

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に

主
催
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
演
会
・
教
室

◆
食
文
化
セ
ミ
ナ
ー
　
　
月
９
日
月

11

　
時
～
　
時
　
分
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

14

15

30

（
株
）野
田
本
社
で
。柳
原
一
成
氏（
近

茶
流
宗
家
）
な
ど
に
よ
る
「
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
所
蔵
浮
世
絵
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
が
語
る
江
戸
の
食
文
化
」
と
題

し
た
講
演
。
当
日
会
場
受
付
。
問
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
国
際
食
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
３
 
５
２
１
５

◆
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
無
料
体
験
教
室

－

　
　
月
　
日
木
、　
日
木
、　
日
木
　

11

12

19

26

10

時
～
正
午
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。
各

回
先
着
　
人
。
申
込
み
は
　
月
５
日

10

11

木
か
ら
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
片

岡
☎
　
 
１
６
０
９
 
５
３
３
７
へ

090

◆
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
レ
ン

ジ
講
座
　
　
月
　
日
日
　
時
～
正
午

11

15

10

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
プ
リ
ザ

ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た
ア
レ
ン

ジ
。
先
着
　
人
。
材
料
代
３
千
円
。

15

工
作
用
は
さ
み
持
参
。
申
込
み
は
　11

月
５
日
木
～
　
日
火
に
柴
田
☎
　
 

10

080

５
６
４
９
 
１
６
３
４
へ

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室
　
　
月
　
日
土

11

28

　
時
～
　
時
と
　
日
９
時
～
　
時
南

13

17

29

15

－

－

－

－

部
梅
郷
公
民
館
で
。
全
２
回
。　
人
25

（
抽
選
）。材
料
費
千
円
。　
月
　
日

11

20

金
必
着
で
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
☎
を
明
記
し
、
〒
　
 
８
５
５

278

０
野
田
市
役
所
企
画
調
整
課
内
国
際

交
流
協
会
へ
。
問
桑
原
☎
７
１
２
４

 
８
９
０
４

◆
助
産
師
講
演
会
　
　
月
　
日
日
　

11

29

13

時
　
分
～
　
時
　
分
総
合
福
祉
会
館

30

15

30

で
。
小
路
和
子
氏（
助
産
師
）に
よ
る

子
ど
も
に
性
を
気
軽
に
伝
え
る
講
座
。

参
加
費
　
円
。
申
込
み
は
　
月
５
日

500

11

木
～
　
日
木
に
 
野
田
子
ど
も
劇
場

19

☎
・
思
７
１
２
４
 
８
４
１
９
へ

◆
押
し
花
で
羽
子
板
の
額
絵
作
り
　

　
月
　
日
土
９
時
～
　
時
　
分
中
央

12

12

11

30

公
民
館
で
。
材
料
費
３
千
円
。
申
込

み
は
　
月
　
日
金
ま
で
に
荒
井
☎
７

11

20

１
２
３
 
２
３
３
５
へ

－

－

－

－

イ
ベ
ン
ト

◆
む
ら
さ
き
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
写
真

展
　
　
月
４
日
水
～
　
日
火
９
時
～

11

10

　
時
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

17で
。
約
　
点
。
問
吉
澤
☎
７
１
２
９

50

 
７
４
７
０

◆
淡
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
会
・
中

央
作
品
展
　
　
月
５
日
木
～
　
日
水

11

11

　
時
～
　
時（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）

10

17

15

野
田
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
欅
の
ホ

ー
ル
）
で
。
水
彩
画
約
　
点
。
問
前

30

沢
☎
７
１
２
５
 
２
４
３
５

◆
ゆ
う
＆
み
い
　
①
ゆ
う
み
い
ラ
ン

ド
…
　
月
６
日
金
　
時
　
分
～
正

11

10

30

午
。
育
児
相
談
と
「
お
い
し
く
食
べ

る
た
の
し
く
食
べ
る
雰
囲
気
の
大
切

さ
」
と
題
し
た
講
座
と
遊
び
。
０
～

３
歳
の
親
子
。
先
着
　
組
。
②
育
児

10

－

－

の
日
…
　
月
　
日
木
　
時
～
　
時
　

11

12

10

11

30

分
。
③
お
し
ゃ
べ
り
会
…
　
月
　
日

11

19

木
　
時
　
分
～
　
時
　
分
。
０
～
３

10

30

11

30

歳
の
親
子
。
い
ず
れ
も
ゆ
う
＆
み
い

チ
ャ
イ
ル
ド
館
で
。費
用
①
は
　
円
、

200

②
③
は
　
円
。
②
③
は
当
日
会
場
受

50

付
。
①
は
事
前
に
 
ゆ
う
＆
み
い
☎

７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
た
ん
ぽ
ぽ
ま
つ
り
　
　
月
７
日
土

11

　
時
～
　
時
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
で
。

11

14

模
擬
店
や
バ
ザ
ー
、保
育
体
験
な
ど
。

子
育
て
中（
小
学
生
以
下
）の
親
子
。

当
日
会
場
受
付
。
問
同
保
育
園
☎
７

１
２
５
 
５
４
５
０

◆
拳
志
会
館
交
流
乱
取
試
合
　
　
月
11

８
日
日
　
時
～
　
時
総
合
公
園
体
育

10

17

館
で
。
年
少
部
か
ら
一
般
の
部
ま
で

全
６
ク
ラ
ス
。
観
戦
自
由
。
問
野
澤

☎
７
１
２
９
 
７
６
４
６

－

－

－

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

「こぶたのむぎわらぼうし」
森山京・作
佐野洋子・絵
小峰書店

「またあした」
安藤勇寿・絵
森詠・著
小学館

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

財団法人茂木本家美術館

　江戸時代初期から続く、茂木本家第１２代
の茂木七左衛門氏が収集した、葛飾北斎
や横山大観、梅原龍三郎など、日本を代表
する作家の美術品を、多くの方に鑑賞し
ていただこうと、平成18年に財団法人茂
木本家美術館（野田２４２）が開館されました。
　建物は、「愛・地球博」を総括した建築家
彦坂裕氏の設計で、近代建築でありなが

ら、野田の古い町並みに溶け込むよう、工
夫を凝らしたデザインとなっています。
　予約制（☎７１２０－１４８９）で、係員の解説
を聞きながら、館内をゆっくり鑑賞でき
ます。なお、12月13日まで「広重六十余
州名所図會＋α展 」が開催されています。
【開館日時】１０時～１７時（入館は１６時まで）。月・火、夏・

冬季は休館【入館料】７００円（中学生以下４００円）【アクセ

ス】まめバス南ルート「キッコーマン前」下車徒歩５分

日本を代表する数々の作品を



失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

競

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

   　

 優  歩 ちゃん ・ 
ゆ あ

 美  陽 ちゃん
み お

（１７.１１.１１生）　（２０.１１.２０生）
〔末次雄一郎・礼子さん（長女・二女）・つつみ野二丁目〕

 青花 ちゃん 
はるか

（１９.１.２５生）
〔山口康・富貴子さん（長女）・花井一丁目〕

会
館
で
。
日
本
画
約
　
点
と
短
歌
約

20

　
点
。
問（
財
）興
風
会
☎
７
１
２
２

20 
２
１
９
１

◆
彗
星
会
展
示
会
　
　
月
　
日
木
～

11

19

　
日
木
９
時
～
　
時
（
初
日
は
正
午

26

17

か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま
で
）
野
田

15

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル

内
）
で
。
油
絵
と
水
彩
画
約
　
点
。

30

問
庄
子
☎
７
１
２
４
 
１
６
１
６

◆
と
き
ど
き
書
き
初
め
ク
ラ
ブ
　
　11

月
　
日
土
、　
日
月
９
時
～
　
時
　

21

23

10

30

分
中
央
公
民
館
で
。全
２
回
。小
中
学

生
。
先
着
　
人
。
参
加
費
１
回
千
　

10

500

円
。
申
込
み
は
　
月
５
日
木
か
ら
鈴

11

木
☎
　
 
４
４
３
９
 
４
８
０
３
へ

090

◆
野
田
囲
碁
会
秋
季
囲
碁
大
会
　
　11

月
　
日
日
中
央
公
民
館
で
。
９
時
　

22

30

－

－

－

－

分
～
　
時
受
付
。　
時
終
了
。
棋
力

10

17

の
近
い
グ
ル
ー
プ
で
対
局
。
参
加
費

千
円（
女
性
・
小
中
学
生
は
　
円
）。問

500

鈴
木
☎
７
１
２
７
 
０
７
２
７

相
　
談

◆
野
田
失
語
症
友
の
会
相
談
会
　
　11

月
９
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７

１
２
９
 
１
６
５
５

◆
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
　11

月
　
日
月
～
　
日
金
８
時
　
分
～
　

16

20

30

19

時
と
　
日
日
、　
日
土
　
時
～
　
時
。

15

21

10

17

人
権
擁
護
委
員
が
対
応
。
女
性
に
対

す
る
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
問
題
な
ど
は

専
用
電
話
☎
０
５
７
０（
　
）　
へ
。

０７０
８１０

－

－

問
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事

務
局
☎
　（
　
）３
５
５
５

043
247

募
集
・
そ
の
他

◆
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
金
　
子
ど

も
の
体
験
活
動
な
ど
を
行
う
団
体
に

助
成
。
申
込
み
は
　
月
５
日
土
ま
で

12

に
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
☎
０

１
２
０
 
５
７
９
０
８
１
へ

◆
無
料
口
腔
ガ
ン
検
診
　
　
月
６
日

12

日
９
時
～
　
時
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

13

希
望
者
は
　
月
　
日
水
必
着
で
フ
ァ

11

25

ク
ス
か
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
☎
・
希
望
時
間
を
明
記
し
、

〒
　
 
０
０
０
３
鶴
奉
７
 
４
野
田

278
市
歯
科
医
師
会
☎
・
思
７
１
２
３
 

１
３
６
１
へ

－

－

－

－

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
　
月
１
日
号
の
正
解
は「
こ
う
の
と
り
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

１０

６８

の
結
果
、
当
選
者
は
石
井
久
子
様
、
工
藤
光
子
様
、
長
浜
初
乃
様
、
山
﨑
多
恵
様
、
横
田
良
様（
五
十
音
順
）で
す
。

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｈ

の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
１
ペ
ー
ジ

に
答
え
が
あ
り
ま
す（
出
題
＝
秘
書
広

報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
　
月
　
日
は「
○
○
感
謝
の
日
」。

１１

２３

②
今
年
の
干
支
は
？
。③
病
気
や
け

が
な
ど
を
な
お
す
こ
と
。⑥
過
去
と

未
来
の
瞬
間
。⑦
同
じ
状
態
を
保
ち

続
け
る
こ
と
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
漢
字
で
書
く
と「
胡
瓜
」。④
毛
筆

の
文
字
が
達
者
な
人
。⑤
家
と
家
と

の
間
の
狭
い
通
り
道
。⑥
旧
関
宿
町

役
場
、現
在
は「
○
○
○
の
ホ
ー
ル
」。

⑧
―
の
耳
に
念
仏
。

【
応
募
方
法
】官
製
は
が
き
に
　
月
　
日

１１

１３

金
必
着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ
カ

ナ
で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意
見
を

明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0
野
田
市
役
所

２７８

秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係
ま
で
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様
に

「
図
書
カ
ー
ド
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
　
月
１
日
号
で
発

１２

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
押
花
と
の
出
逢
い
展
　
　
月
　
日

11

11

水
～
　
日
火
９
時
～
　
時
（
初
日
は

17

17

　
時
　
分
か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま

13

30

15

で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
約
　
点
。
問
小
林
☎
７
１
２
５

100

 
６
５
１
９

◆
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
エ
ン
ジ

ェ
ル
キ
ッ
ズ
」　
　
月
　
日
水
　
時

11

11

10

　
分
～
　
時
中
央
公
民
館
で
。
読
み

30

11

聞
か
せ
の
体
験
や
手
遊
び
。
当
日
会

場
受
付
。
問
吉
田
☎
７
１
２
４
 
０

１
０
３

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
」　
　
月
　

11

13

日
金
　
時
　
分
～
　
時
市
役
所
１
階

12

30

13

つ
く
し
ん
ぼ
で
。「
ハ
ン
ガ
リ
ー
田
園

幻
想
曲
」な
ど
。
当
日
会
場
へ
。
問
市

－

－

役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
の
だ
と
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
　

　
月
　
日
土
９
時
　
分
～
　
時
　
分

11

14

30

14

40

野
田
特
別
支
援
学
校
で
。
小
中
学
部

の
舞
台
発
表
や
高
等
部
の
頒
布
会
な

ど
。　
時
　
分
～
　
時
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

13

10

14

よ
る
バ
ザ
ー
も
。
上
履
き
持
参
。
問

同
校
☎
７
１
２
２
 
７
２
７
０

◆
華
の
会
書
道
展
　
　
月
　
日
土
～

11

14

　
日
水
　
時
～
　
時
（
初
日
は
　
時

18

10

16

13

か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま
で
）
野
田

14

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル

内
）
で
。
現
代
書
と
か
な
約
　
点
。

25

問
常
森
☎
７
１
２
４
 
３
９
５
２

◆
後
藤
紳
也
・
米
川
千
嘉
子
展
「
日

本
画
と
短
歌
の
い
と
こ
展
」
　
　
月
11

　
日
火
～
　
日
日
　
時
～
　
時
興
風

17

22

10

17

－

－



※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１０５５号　平成２１年１１月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科（小児科）＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２１.１０.１現在）●人口＝１５７,０８０人（＋２）　男＝７８,９４２人（＋１８）　女＝７８,１３８人（－１６）●世帯数＝６０,９１２世帯（＋５６）　●市の面積＝１０３.５４㎢

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

童
謡
作
曲
家
・
山
中
直
治
⑤

　
松
山
校
長
の

　
　
　
励
ま
し
の
も
と
で

▼
季
節
は
、
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
、
味
覚
の
秋
を
迎
え
ま
し

た
▼
趣
味
の
テ
ニ
ス
を
楽
し

む
た
め
、
普
段
は
車
で
行
く

練
習
場
に
も
、
毎
年
こ
の
時

期
は
　
分
か
け
て
自
転
車
を

30

こ
ぎ
、
さ
わ
や
か
な
風
を
満

喫
し
て
い
ま
す
▼
自
転
車
は

便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、
信

号
無
視
や
放
置
自
転
車
な
ど
、

ル
ー
ル
を
違
反
す
る
と
、
交

通
事
故
や
救
急
・
緊
急
活
動

の
妨
げ
、ま
た
、ま
ち
の
美
観

を
損
な
う
な
ど
の
問
題
も
出

て
き
ま
す
▼
市
で
は
、　
月
12

か
ら
梅
郷
駅
東
口
市
営
自
転

車
等
駐
車
場
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
駅
周
辺
を
放
置
禁

止
区
域
に
指
定
し
、
生
活
環

境
を
守
っ
て
い
き
ま
す（
わ
）

　
大
正
　
（
１
９
２
５
）
年
４
月
、

14

野
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
校
長
と

し
て
赴
任
し
た
松
山
隆
は
、
自
身

が
講
習
会
や
研
究
会
を
実
施
し
て
、

教
員
の
実
力
の
向
上
を
図
る
一
方

で
、
教
員
の
安
定
し
た
生
活
の
保

証
を
行
っ
た
う
え
で
、
優
秀
な
教

員
を
ど
ん
ど
ん
採
用
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
中
の
一
人
に
、
山
中

直
治
が
い
ま
し
た
。

　
松
山
は
、
直
治
の
音
楽
の
才
能

を
早
く
か
ら
大
変
高
く
評
価
し
て

い
た
よ
う
で
、
ま
た
直
治
も
松
山

を
尊
敬
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
松
山
の
音
楽
好
き
は
有
名
で
、

母
の
静
が
野
田
町
で
初
め
て
オ
ル

ガ
ン
を
弾
い
た
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
音
楽
に

親
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
昭
和
４
年
７
月
１
日
か
ら
　
月
12

　
日
ま
で
、
松
山
は
中
・
北
米
を

24視
察
し
て
い
ま
す
が
、
出
発
前
の

６
月
　
日
、
講
堂
で
「
松
山
校
長

22

海
外
視
察
送
別
音
楽
会
」
が
開
催

さ
れ
、「
校
長
先
生
御
洋
行
を
送
る

歌
」
と
題
し
て
山
中
直
治
が
作
曲

し
、
同
じ
教
員
仲
間
の
小
沢
勝
利

作
詞
の
「
海
原
青
し
」、
小
林
当
作

詞
の
「
旗
振
っ
て
万
歳
し
て
」
ほ

か
　
曲
が
児
童
や
教
職
員
に
よ
り

25
合
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
月
　
日
、
帰
校
の
歓

12

25

迎
式
で
は
、
山
中
直
治
作
曲
「
お

迎
へ
の
歌
―
―
松
山
先
生
に
捧
ぐ
」

な
ど
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
８
年
７
月
　
日
、
興
風
会

16

館
で
「
山
中
直
治
作
品
発
表
会
」

が
開
催
さ
れ
、
会
の
冒
頭
、
主
催

し
た
山
中
直
治
氏
後
援
会
を
代
表

し
、「
山
中
直
治
君
の
作
曲
童
謡
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
松
山
校
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
発
表
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記

載
さ
れ
た
趣
旨
の
中
に「
…
野
田
小

學
校
に
職
を
奉
じ
て
以
来
、
殊
に

音
樂
に
つ
い
て
の
趣
味
深
い
松
山

校
長
の
も
と
に
…（
中
略
）…
常
に

作
曲
に
い
そ
し
ん
だ
…
」と
あ
り
、

松
山
が
直
治
の
作
曲
活
動
を
支
援

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
発
表
会
と
前
後
し
て
刊

行
さ
れ
た「
山
中
直
治
童
謡
曲
集
」

の
序
文
の
中
で
山
中
は
「
本
集
を

上
梓
す
る
に
当
た
り
…
（
中
略
）

…
常
に
お
励
ま
し
を
戴
き
ま
し
た

松
山
学
校
長
を
は
じ
め
…（
中
略
）

…
衷
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
ま
す
」

と
記
し
て
、
松
山
校
長
に
対
し
て

感
謝
の
気
持
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
松
山
は
、
興
風
会
館
で

の
発
表
会
の
前
月
に
、
直
治
を
広

島
高
等
師
範
学
校
で
の
講
習
会
に

出
張
さ
せ
る
な
ど
、教
員
と
し
て
、

そ
し
て
音
楽
家
と
し
て
の
成
長
も

期
待
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

※
文
中
敬
称
略（
次
号
へ
つ
づ
く
）

【
参
考
資
料
】「
近
代
野
田
町
教
育

小
史
（
下
）」
郡
司
美
枝
（
野
田
市

史
研
究
　
号
）
／
「
よ
み
が
え
る

15

山
中
直
治
童
謡
の
世
界
」
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松山校長のため直治が作曲した作品 

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）東葛飾病院（☎７１９６－１１６６）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）１日（日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）関宿中央医院（☎７１９８－５１０８）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）３日（火）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）青木クリニック（☎７１９８－７８６４）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）８日（日）
アイレディースクリニック（☎7137－7661）大槻医院（☎７１２７－３４２４）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）１５日（日）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）はたのこどもクリニック（☎７１２３－７１２１）須藤整形外科（☎７１２２－１２２１）２２日（日）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）野田病院（☎７１２７－３２００）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）２３日（月）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）奥野循環器科クリニック（☎７１２３－７７１１）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）２９日（日）

作品への思いも記された楽譜 


